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佐久市香坂山遺跡や八風山遺
跡群の発掘調査の際に鍵層と
なる八ヶ岳新期第 4 テフラ
（Yt-Pm4）について年代学
的研究を行った

　長野県小海町豊里の松原湖北西に位置する露頭で年
代測定用の試料を採取した。
　大石（2015）が報告した露頭（Loc. 1）は経年変
化をうけて劣化しており、現在では観察が難しくなっ
ている。そこで、Loc. 1 の近くにできた新たな露頭
Loc. 2（N 36° 03' 46.33"、E 138° 26' 
27.39"）の観察を実施した。
　この露頭では、露出する約2～3 mの風化火山灰土
層中にYt-Pm4降下軽石層を認めることができ、大
石（2015）が報告した露頭と同じく、Yt-Pm4直
下に点在する炭化物を確認した。
　今回、２種類の年代測定を行った。
①　Loc. 2 においてYt-Pm4直下の炭化物６点を採
　取して放射性炭素（14C）年代測定を行った
②　Yt-Pm4降下軽石層下位の風化火山灰土（黄褐色
　土層）について、残存TL差し引き法による熱ルミ
　ネッセンス（TL）年代測定を行った

年代測定結果と層位的見解より、Yt-Pm4の噴出年代は約34～35 kaとなった。
この年代は、日本列島における後期旧石器時代初頭の石器群を識別する鍵層となり得る。

本研究は、科研費基盤研究（B）（課題番号：18H00744および19H01368）ならびに、挑戦的研究(萌芽)（課題番号：21K18390）の一部を使用した。
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八風山 II遺跡の層序と石器群（須藤2006） 香坂山遺跡F区のAT下位の
層序とテフラ分析結果

露頭地点（長野県小海町豊里）
国土地理院web地図から作成

Loc. 2における地質柱状図
と採取した試料の層準

3-1　14C 年代測定結果

２　露頭調査と試料採取
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3-2　TL年代測定結果

4　まとめ

14C年代測定および IntCal20モデルによる暦年較正の結果

TL年代測定の結果

TLグローカーブ（左）と生長曲線（右）
プラトー領域：445～475℃、PD：蓄積線量

元データ修正：八風山 II 遺跡 （1999）Beta-86229　14C 年代：34,840→31,840
　　　　　　　大石（2015）32,951〜32,333 cal BP→32,951〜32,333 cal BC

6試料の補正14C年代：約28～31 kyBP
　　⬇　 IntCal20モデルを用いた暦年較正
6試料の暦年較正年代：約34～35 cal kyBP

　　　　 Yt-Pm4の14C年代
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